









EYFS と は Early Years Foundation Stage
（＝早期基礎段階） の略であり、イギリス（イ




が Statutory Framework for the Early Years 
Foundation Stage である。EYFS は前労働党
政権時の 2008 年に初めて発行され、現政権下
の 2012 年に現在のものが発行された。













びと発達、第 2 章・アセスメント、第 3 章・
安全基準と福祉の 4 部で構成されている。導入

















今日の EYFS の出発点の一部である DOL（＝









Early Learning Goal and Assessment of Preschool 




































～2 歳児まで拡大され、0～4 歳段階が Early 
Years Foundation Stage と大きく一つの段階
にまとめられた。さらに、児童保護等の観点か
らデイケアを提供する保育機関等の設置・運営
に関する基準も統合され、2008 年に EYFS が



























































































































































































































































































































































































































































ファイル（=Early Years Foundation Stage 
Profile） 
2.6 子どもが 5 歳に達する最終学期、および











































































ELG が 17 にまとめられ、スリム化が図られた。
就学前教育に関わる第 1 章、第 2 章だけでなく、
養護や福祉にかかわる第 3 章の部分について
も分量の削減は同様である。
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